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実施した調査内容とその結果について（補足・今回作成）

調査名 内容 結果

土壌EC調査
（H30.3調査）

No.1-1周辺一帯の表層
土壌の電気伝導度を測
定した。

・全ての地点で21ms/m以下であり、No.1-1
の電気伝導度より大幅に低かった。
→No.1-1周辺の表層土壌の汚染はないと
考えられる。

ヘキサダイアグ
ラム（イオン組
成）の比較
（H30.3調査）

No.1-1、場内浸透水
（H23年度調査）および
No.1-1の周辺表流水等
のヘキサダイアグラム
（イオン組成）を比較した。

・浸透水と相似形を示す地点はなかった。
→浸透水の影響はないものと考えられる。
・No.1-1の周辺表流水等の中のいくつかの
地点でNo.1-1と相似形を示す地点があった。
→また、No.1-1と周辺表流水等は共通の原
因から影響を受けている可能性がある。

水位・水質連続
モニタリング
（H28.10～調査）

No.1-1井戸内に水位・水
質を連続モニタリングす
る装置を設置して記録し
ている。

・水位は大雨後に高くなる。
・電気伝導度は降雨の際に上昇する。

下草状況調査
（H30.5調査）

No.1-1周辺一帯の植生
状況を調査した。

・全体的にササが多く繁茂していた他、シダ、
フキ、ジャノヒゲ、低木が繁茂していた箇所
もあった。
・広範囲に枯死が見られる箇所はない。
→植物が枯死するようなECの影響はない。

④冷却塔裏法面
pH 6.8  120 mS/m

4

②No.1-1周辺の土
pH 4.3    2.6 mS/m

⑤冷却塔裏側溝
pH 7.1   130 mS/m

⑦No.1-1手前側溝
pH 7.0    8.2 mS/m
⑦No.1-1手前側溝
pH 7.0    8.2 mS/m

③No.1-1周辺の枯葉
pH 5.8    1.4 mS/m

⑧調整池手前側溝
pH 6.9    45 mS/m
⑧調整池手前側溝
pH 6.9    45 mS/m

ヘキサダイアグラムの比較について

◇ヘキサダイアグラム（H30.3.13）

⑥中庭の池
pH 7.7   9.1 mS/m
⑥中庭の池

pH 7.7   9.1 mS/m

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3

20 5 0 5 10 2010 1515
Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3

20 5 0 5 10 2010 1515
凡例凡例

ECやや高いECやや高い ECやや高いECやや高い

①No.1-1(R2.5.28)
pH 6.4  69 mS/m  
①No.1-1(R2.5.28)
pH 6.4  69 mS/m  

⑨調整池放流口
pH 7.1  10 mS/m
⑨調整池放流口

pH 7.1  10 mS/m

(参考) E-2(浸透水) 
(H23.8.2)
pH 7.0  198 mS/m  

(参考) E-2(浸透水) 
(H23.8.2)
pH 7.0  198 mS/m  

浸透水のヘキサダイア
グラムと形状が異なる。
浸透水のヘキサダイア
グラムと形状が異なる。

②、③、⑥、⑦、⑨は①と形状
が異なるため、これが地下へ浸
透してNo.1-1のEC上昇を招い
たとは考えられない。

②、③、⑥、⑦、⑨は①と形状
が異なるため、これが地下へ浸
透してNo.1-1のEC上昇を招い
たとは考えられない。
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H16-No.5

浸透水

A3
A2

C1
H22-オ-1(2)

H22-エ-5 D3

H22-キ-7(4)

H22-ク-5

E2

県H16No.5

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.2 EC＝ 260(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県A-3

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.8 EC＝ 200(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県A-2

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.8 EC＝ 82(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県C-1

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 8.6 EC＝ 73(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県D-3

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.3 EC＝ 184(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県E-2

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.0 EC＝ 198(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県H22-ｴ-5

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.5 EC＝ 208(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県H22-ｵ-1(2)

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 7.4 EC＝ 172(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県H22-ｷ-7(4)

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 6.9 EC＝ 162(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

県H22-ｸ-5

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
ｐＨ＝ 6.9 EC＝ 216(mS/m)

20 5 0 5 10 2010 1515

浸透水のヘキサダイアグラムについて（補足・今回作成）

◇ヘキサダイアグラム（H23年度）

No.1-1井戸EC上昇モデルについて

④冷却塔裏の法面(表面水)
⑤冷却塔裏の側溝(表面水)

⑧調整池手前の側溝(表面水)

Na++K+ Cl-

Ca2+ HCO3
-

Mg2+ SO4
2-

20 5 0 5 10 2010 1515

Na++K+ Cl-

Ca2+ HCO3
-

Mg2+ SO4
2-

20 5 0 5 10 2010 1515

④ EC120 mS/m ⑤ EC130 mS/m

Na++K+ Cl-

Ca2+ HCO3
-

Mg2+ SO4
2-

10 0 5 105

EC 45 mS/m

水路上流

水路下流

カリウムイオン等の
濃度が低下

①No.1-1井戸(地下水)
EC 69 mS/m

カリウムイオン等の濃度が低下

降雨の影響
大雨後に低下。
数日後に上昇。
大雨後に低下。
数日後に上昇。

E-2(浸透水)
EC 198 mS/m

EC上昇の原因物

ヘキサの形状が
似ているため、
共通の原因物から

影響を受けている可能性
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まとめ

・表層土壌EC調査の結果は、全ての地点で21 mS/m以下の値
であり、No.1-1の電気伝導度より大幅に低かった。また、下
草状況調査の結果、No.1-1井戸の周辺で植生に異常は見られ
なかった。これらのことから浸透水によるNo.1-1井戸周辺の
表層土壌の汚染はないと考えらえる。

・ヘキサダイアグラム（イオン組成）の形状から、最も近い
処分場内井戸（E-2）の浸透水と相似形を示す地点はなく、
浸透水の影響はないものと考えられる。
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